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秋田県における
外国人材活用の現状について

Ⅰ　講演「秋田県における外国人材活用の現状について」

　　　　　　　　　　　一般財団法人秋田経済研究所　シニアエコノミスト

阿　部　誠　二

問題点としてあげている企業が例年25％程度、

約４社に１社にのぼっている。また、帝国デー

タバンクによる「秋田県・人手不足に対する企

業の動向調査（2025年4月）」でも、正社員で

５割以上、非正社員で４割程度の企業が、人手

不足を感じているという結果となるなど、県内

１　県内企業の人手不足の現状
　秋田県では全国に先駆けて進む少子高齢化な

どの影響により、県内企業の人材確保が困難な

状況が続いている。当研究所が実施している県

内企業動向調査でも、「労働力不足」や「人材不

足」といった人材確保に関する項目を経営上の

シンポジウム

　秋田銀行本店営業部の取引先企業の後援会組織「あきぎん七日会」においてシンポジウム
「秋田県における外国人材活用の現状について」が開催されました。
　秋田県では生産年齢人口の減少を主因として企業の人材確保が最大の経営課題となって
います。こうした状況へ対応していくためのひとつの選択肢として外国人材の活用があげら
れますが、本県では十分に進んでいない状況です。
　本稿では、本県の外国人活用の現状を検証するとともに外国人材を雇用している県内企業
経営者によるディスカッションと実際に働く外国人材の声を紹介します。
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企業においてはすでに相当程度深刻化している

ものと考えられる。

２　県内企業の外国人活用の現状
　人手不足に対しては高齢者や女性の活躍推進、

省力化投資など、様々な対応策が挙げられるが、

その一つとして注目されているのが外国人材の

活用である。しかし、図表２のとおり、本県の

外国人労働者数は、2025年時点で3,993人と都

道府県別で最も少ない水準にある。

　さらに、図表３により就業者数に占める外国

人労働者数の割合をみても、秋田県は0.86％と

全国で最も低くなっている。これは単に本県の

労働者数が少ないから外国人労働者数も少ない

のではなく、他県に比べて外国人材の受入れが

進んでいないということを示している。

　一方、図表４のとおり、秋田県の外国人労働

者数はもともと突出して少なかったわけではな

い。2008年から2025年までの本県の外国人労

働者数の推移を、比較的人数が少ない他県と比

シンポジウム

図表２　都道府県別外国人労働者数
（人）
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資料：厚生労働省「『外国人雇用状況』の届出状況（2025年10月末時点）」より当研究所作成

資料：厚生労働省「『外国人雇用状況』の届出状況（2025年10月末時点）」、
　　 総務省「労働力調査 都道府県別結果（モデル推計値）」より当研究所作成

図表３　就業者数に対する外国人労働者の割合
（％）
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図表１　県内企業動向調査「経営上の問題点」

2016年3月 2017年3月 2018年3月 2019年3月 2020年3月 2021年3月 2022年3月 2023年3月 2024年3月 2025年3月 2026年3月
100

80

60

40

20

0

資料：当研究所「県内企業動向調査」
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べてみると、2008年時点では本県と他県に大き

な差はなかっただけではなく、青森県や鳥取県、

高知県を上回っていたことが分かる。しかし、

2014年頃にかけて本県の外国人労働者数が減

少し、その後の増加ペースも他県より弱かった

ため、結果として全国で最も外国人労働者数が

少ない県になっている。

　つまり、本県の現状は地域条件だけによる結

果ではなく、これまでの受入れに対する取組み

や採用方針、産業構造や制度活用の違いなどが

影響している可能性がある。

３　本県の外国人材活用の特徴
　実際に全国および本県で活躍している外国人

材の内訳を比較すると、本県の特徴が表れてく

る。まずは図表５・図表６により在留資格別に

外国人労働者数の推移をみると、全国では近年、

「特定技能」を含む「専門的・技術的分野の在

留資格」の伸びが大きくなっているのに対して、

本県では一貫して「技能実習」の割合が大きく

なっている。「特定技能」は人手不足が深刻な分

野で、即戦力として外国人労働者を受け入れる

制度であるのに対し、「技能実習」は技能移転に

よる国際貢献を目的とした制度であることを踏

まえると、全国的には外国人材を「人手不足を

補填する中長期的な戦力」として受け入れる動

きが進んでいるなか、本県では「まずは技能実

習生として受け入れる」という段階に留まって

いるものと考えられる。

　また、産業別の外国人労働者数の推移では、

全国も本県も「製造業」の割合が一貫して最も

多くなっている。そこで図表７・図表８により

「製造業」をさらに分類した内訳別に推移をみ

ると、全国では近年「食料品製造業」の伸びが

大きくなっているのに対し、本県では「繊維工

業」の割合が多い反面、「食料品製造業」の割合

は相対的に低くなっている。本県は全国に比べ

「食料品製造業」の産業規模が小さいほか、「繊
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図表４　各県別外国人労働者数の推移

資料：厚生労働省「『外国人雇用状況』の届出状況」より当研究所作成
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図表５　全国の在留資格別外国人労働者数の推移
（千人） （％）

646646

449449

499499

111111

866866

2,5712,571

629629

398398

471471

8686

719719

2,3032,303

616616

353353

413413

7272

596596

2,0492,049

595595

331331

343343
7373

480480

1,8231,823

580580

335335

352352

6666

395395

1,7271,727

546546

370370

402402

4646

360360

1,7241,724

532532

373373

384384

4141

329329

1,6591,659

496496

344344

308308

3636
277277

1,4601,460

459459

297297

258258
2626
238238

1,2791,279

413413

240240

211211
1919
201201

1,0841,084

367367

192192
168168
1313
167167
908908

339339

147147
145145
99
147147
788788

319319

122122
137137
88
133133
718718

309309
108108
134134
77
124124
682682

320320

110110
130130
66
121121
686686

297297

108108
1111
123123
111111
650650

253253
9797
112112
100100
563563

224224
8383
9595
8585
486486

資料：厚生労働省「『外国人雇用状況』の届出状況」より当研究所作成
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図表６　秋田県の在留資格別外国人労働者数の推移
（人） （％）

176176
3434

903903

156156
1,2691,269

204204
9090

1,0611,061

195195
1,5501,550

118118
246246

5959

866866

205205
1,4941,494

229229
8282

22 22
173173

845845

1,3311,331

263263
9999

823823

205205
1,3921,392

284284
107107

701701

33246246

1,3411,341

309309
7474

88

593593

265265
1,2491,249

365365

583583

126126

1313
277277

1,3641,364

371371

163163

99

699699

307307

1,5491,549

408408

161161

782782

99
319319

1,6791,679

189189

436436

958958

1111
359359

1,9531,953

471471

176176

1,1521,152

1717
387387

2,2032,203

155155

511511

1,3551,355

1515
366366

2,4022,402

154154

561561

1,0741,074

2424
420420

2,2332,233

584584

195195

1,1321,132

2626

561561

2,4982,498

593593

281281

1,5011,501

4040
746746

3,1613,161

620620

287287

1,7051,705

4343

884884

3,5363,536

303303

643643

1,7991,799

7070

1,1781,178

3,9933,993

資料：厚生労働省「『外国人雇用状況』の届出状況」より当研究所作成
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維工業」でも人数は全国と同様に近年横ばいで

推移しており、本県の産業構造が外国人材の受

入れに影響した可能性も考えられる。

４　県内企業の外国人材活用に対する意識
　こうした状況にあるなかで、県内企業は外国

人材の活用をどのように捉えているのかを、秋

田県の調査によりみてみると、図表９のとおり

外国人材を「受入れしていない」事業所は９割

に達し、うち「予定もしておらず、検討もして

いない」事業所が７割超となっている。人手不

足が深刻である一方、受入れには慎重な姿勢が

強いことが伺える。その理由としては、「日本

人採用を優先している」「制度や方法が分から

ない」「日本語でのコミュニケーションに不安

がある」「受け入れ時や受け入れ後の負担が大

きい」といった内容が多く挙げられている。

　本県では少子高齢化などを背景に人手不足が

深刻化しているものと考えられる一方、外国人

材の活用は全国と比べて大きく遅れているのが

現状である。また、県内企業の姿勢も外国人材

の受け入れに積極的であるとはいえない状況に

ある。次のディスカッションにおいては、県内

で外国人材を受け入れている企業経営者より受

入れに至った経緯や受入れ後の実情などを伺う

とともに、実際に働いている外国人材による就

業の経緯や仕事に対する思いなどから、県内に

おける外国人材活用の実態を深掘りしていく。
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図表７　全国の製造業内訳別外国人労働者数の推移
（人）
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資料：厚生労働省「『外国人雇用状況』の届出状況」より当研究所作成
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図表９　外国人材の受入状況

資料：秋田県「令和７年度 労働条件等実態調査報告書」
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図表８　秋田県の製造業内訳別外国人労働者数の推移
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―　それではまず、現在の外国人材の就労状況
についてお伺いできればと思います。

佐藤　令和６年から外国人材の採用を始め、今

年で３年目となります。現在働いている外国人

材は５名ですが、来月には２名増えて合計７名

となります。出身国はベトナムで、特に同国北

部のハノイ出身の方が多くなっています。

石黒　当社で採用した方も三菱自動車販売様と

同じくベトナム出身で、１期生が３名、２期生

が２名、３期生が２名の合計７名に活躍いただ

いております。

司会　本日の進行を務めます一般財団法人秋田

経済研究所の佐藤雅彦と申します。よろしくお

願いいたします。

　人口減少率が全国トップの本県では働き手不

足が深刻化しており、現在そして将来も働き手

の確保が懸念される中で、外国人材の活用が有

力な選択肢となっていることは疑いのないとこ

ろではある一方、現在の活用状況は全国的に最

低レベルにあります。

　そこで本日は、実際に外国人材を採用されて

いる企業の取組みをご紹介いただき、実際の状

況や採用のメリット・課題などを深掘りするこ

とで、外国人採用を考えるきっかけとなればと

考えています。

Ⅱ　ディスカッション「外国人材の活用について」

＜ゲストスピーカー＞

秋田三菱自動車販売株式会社  代表取締役社長　佐　藤　　　功  氏
株式会社秋田スズキ　　　　  代表取締役社長　石　黒　佐太朗  氏

＜司会進行＞

一般財団法人秋田経済研究所  専務理事・所長　佐　藤　雅　彦

（秋田三菱自動車販売　佐藤社長） （司会：秋田経済研究所　佐藤所長）（秋田スズキ　石黒社長）
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ち上げたことを教えていただき、同組合に当社

も加盟し、組合員として採用活動を始めた経緯

があります。同組合を通じてベトナム本国の素

晴らしい送り出し機関を紹介していただき、ベ

トナム出身者の採用に至りました。

―　外国人材の受入れに際して、既存の従業員
の方々は外国人と仕事をした経験がないため、
様々な反応があったかと思います。

佐藤　現場の従業員が受け入れてくれなければ

外国人材も活躍できないため、従業員がどのよ

うに考えるかは非常に重要だと思います。当社

でも特に言葉の壁に対する懸念が従業員の間に

もありましたが、経営者として従業員に外国人

材の必要性を何度も何度も伝えることで、よう

やく理解を得られました。また、採用した外国

人材に対しても、仕事中は日本語を使うように

指導しています。ベトナム人同士だとベトナム

語になってしまいがちですが、日本語で会話さ

せることで日本人の従業員たちとの距離を縮め

られるようにしています。

石黒　当社ではエンジニアの採用が難しくなり、

従業員からも人手不足解消への要望が出ていた

ため、外国人の力を借りてでも何とかしたいと

いう判断から経営陣主導で採用活動を始めた経

緯があります。その結果、採用当初は従業員に

とって、言葉が通じないということが相当なス

トレスになっていました。

―　企業が外国人材の活用に踏み切れない理由
のひとつとされている、語学面の課題について
お聞かせください。

佐藤　今も語学面では苦労しています。秋田市

で開催している日本語スクールに通わせている

―　現在特に若者の県外流出が多く新卒採用が
難しい状況ですが、近年の日本人採用の状況に
ついてお伺いします。

佐藤　今年の日本人の新卒採用は３名でしたが、

希望人数には達していません。高卒者を（点検・

修理・車検など整備を担う）サービス担当とし

て採用したかったのですが、近年は高卒採用も

難しい状況で、つい先日、ある高校の担当者か

らは「当校にはすでに1,200社から求人が来て

いる」と聞かされたところです。

石黒　今年は営業職として３名、エンジニアと

して２名を採用しましたが、当社側が当初希望

していた人数の半分にも満たない状況です。前

年も同様に厳しく、整備担当の採用に非常に苦

慮しています。

―　外国人材の採用意欲はあっても、どうやっ
て採用したらよいか分からない企業も多いと
思います。秋田県では一昨年、秋田県外国人材
受入サポートセンターが設置されましたが、そ
れ以前から取り組まれていた両社では、どのよ
うにして採用に至ったのでしょうか。

佐藤　様々な方から意見を頂戴していた中で、

ある会社の方から外国人技能実習制度の監理団

体業務を実施している全国中小事業協同組合を

紹介していただいて、円滑に採用することがで

きました。また、そうした組合などはベトナム

国内の学校とのコネクションがあるため、動き

始めてから実際に採用に至るまでそれほど期間

は掛かりませんでした。

石黒　正直に申しますと、当初は外国人材を採

用する予定はなかったのですが、どうしても人

手が足りず採用を検討し始めた頃に、県内の企

業経営者の方から、秋田外国人財協同組合を立
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ほか、当社役員が日本語学校の講師役になって

教えてもいます。そこまでしないと言葉の壁は

なかなか超えられません。

石黒　当社でも同様に苦労しております。自動

車整備の現場では和製英語も多く使われるため、

それに対応できる指導も必要です。そのため、

海外出身の日本語教師を招き、就業時間中に週

１度、３時間の日本語指導を行いました。そう

した取組みによって、現在３年目となる１期生

は日本語がかなり上達して、２期生以降の通訳

になれるくらいのレベルになっています。

―　外国人材の仕事ぶり、仕事の習熟度などは
いかがでしょうか。

佐藤　現在雇用している５名は全員サービス担

当です。サービスの仕事は洗車やタイヤ交換か

ら始まり、様々な技術を習得して車検まででき

るようになるのですが、外国人材は日本人より

も器用でレベルが高い方が多いと感じています。

また、彼らは仕事に対して貪欲です。なるべく

多く稼ぎたいという気持ちももちろんあるかと

思いますが、技術を身に着けたいというモチ

ベーションが高いです。

石黒　日本人であっても外国人であっても、で

きる人もいればできない人もいるという点に変

わりはないと考えていますが、仕事ぶりは頼も

しいと感じています。採用当初は日本人スタッ

フの補助的な役割を期待していましたが、今で

は一人前の活躍をしている外国人材もいます。

―　外国人材の活用に踏み切れない理由とし
て、生活・文化が異なる点をあげる企業もあり
ます。そうした面での実態をお聞かせ願います。

佐藤　生活・文化が異なるという点での問題は

あまり感じていません。確かに食文化は違いま

すが、秋田市内にはベトナムの食材を扱ってい

る店もあるため問題はないようです。ただしベ

トナムも米食文化なため、昨年の米不足の際に

は支援をしました。また、当社では会社近隣の

空き家を寮として改築しており、会社との距離

が近いことも有効に働いているのかもしれませ

ん。

石黒　１期生を受け入れた際にはマンションを

借りて３名で共同生活をしてもらったのですが、

夜間の騒音やごみの分別が不十分などとの理由

で近所からお叱りを受けることもありました。

そのため、２期生からは佐藤社長からのアイデ

アもいただき、空き家を購入してプライベート

空間を確保した寮として改築しました。

―　外国人材の採用は働き手不足の解消に繋
がっていると思いますが、それ以外に、外国人
材が職場に与えるプラスの影響はあるのでしょ
うか。

佐藤　外国人材の一生懸命な姿に、日本人の従

業員も触発されて前向きになれている、これが

当社内での共通認識だと思います。

石黒　採用当初は受け入れる側も大変な苦労を

しましたが、それが従業員の成長にも繋がった

と考えています。技術習得に苦労している外国

人材に対して、若手従業員が積極的に手を差し

伸べるようになるなど、非常に良い雰囲気に

なったと感じています。また、ベトナム人は明

るい性格ですので、工場全体も明るくなりました。

―　外国人材の採用に係るコストについてはど
のように考えておられますか。

佐藤　外国人材の採用は当社を継続させるうえ
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で不可欠なことであり、費用負担があっても絶

対にやらなければならないと考えています。実

際、一人当たり年間45～50万円程度と、受け入

れ時に25万円程度は掛かり増しとなりますが、

それほど大きな負担ではないと捉えています。

石黒　雇用する以上、投資金額がゼロではない

ことは日本人も外国人も同じです。一方で、日

本人の場合は採用コストを掛けても採用できな

いことがありますが、外国人材の場合、送り出

し機関を通すことで必ず採用に繋がります。秋

田外国人財協同組合を通じた当社の場合、イニ

シャルコストは採用担当者の渡航費用も含めて

50～60万円程度、ランニングコストは管理団

体への支払いとして一人当たり年間約40万円

に、高卒採用者程度の給与負担となっています。

―　外国人材の継続採用についてはどのように
考えておられますか。

佐藤　絶対に必要です。今年３年目の外国人材

は技能実習のままだと来年帰国することとなり

ますが、特定技能として戻ってくれる方も出て

くるものと考えています。

石黒　当社も技能実習生なので３年間で帰国す

ることとなりますが、何人かは一時帰国後、特

定技能として当社に戻ってきてくれると思いま

す。中には身に付けた技能を故郷で発揮したい

という方もいらっしゃいますが、技能実習生と

しての採用ですので当然のことと捉えています。

―　外国人材を採用・雇用するにあたり、行政
への要望はありますか。

佐藤　当社で寮として改修する空き家を探した

際、社会問題化するほど空き家があるにも関わ

らず、行政のデータベースで有益な情報が得ら

れませんでしたので、近隣の登記簿謄本を取得

して持ち主に直接連絡をしました。自治体に

とっても空き家対策につながるので、こうした

情報提供や仲介などで支援があればよいのでは

ないでしょうか。

石黒　基本的には監理団体が支援してくれるの

で、行政への要望はありません。強いて言えば、

ベトナム人は通院が苦手のようなので、その点

で支援があればと考えています。

―　それでは最後にお二方から、外国人材の採
用意欲はありながら、踏み切れていない企業へ
のアドバイスをお願いいたします。

佐藤　高校生の大学進学率も高く、かつ高卒者

も就職は県外という若者も多い。さらに県内に

就職する若者に就職先として選ばれる立場にあ

る。そうした状況で企業を継続させるためには、

外国人材の採用が絶対必要であると判断しまし

た。当社の場合、ＡＩで代替できる業務も限ら

れます。同じように必要性を感じるのであれば、

まずは行動することが重要です。

石黒　採用に関する危機感をどれだけ持てるか

ということが、外国人材採用の検討に繋がって

いくものと思います。加えて、我々企業は外国

人材を選べる立場にある一方、外国人材から選

ばれる立場にもあり、待遇面で劣る場合は選ば

れないこともあることを理解する必要もありま

す。そのうえで採用へ動きだす際には、当社の

ように外国人材をすでに受け入れている企業の

実態を見ていただくことで、受け入れのハード

ルも下がるものと考えています。
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―　秋田を選んだ理由を教えてください。
　日本にはおいしい食べ物もたくさんあり、素

晴らしい文化もあります。また、自動車整備の

技術も世界一だと思っています。来日前は中国

や韓国での就業も考えましたが、やはり日本が

一番だと思って選びました。

　しかし、自分で秋田県を選んだ訳ではありま

せん。現地の日本語学校に当社の社長が来訪さ

れて、面談をして受かったので秋田県での就業

を決めました。

―　秋田での暮らしで不安なことはありました
か。
　一番不安だったのは寒さと雪でした。最初は

やはり苦手でしたが、今ではスノーボードも

やっているし、雪かきも上手くできるようにな

りました。

―　仕事について教えてください。
　仕事は自動車の整備や点検が主な内容です。

最初は難しくて大変でしたが、周囲の方がやさ

しく熱心に教えてくれるので技術も徐々に習得

できて、今では仕事にも慣れました。皆さんと

会話ができて、整備の技術も身に着けられて、

毎日楽しいです。

―　この２年間を振り返るとどうでしたか。
　最初は日本語がまったく分からず苦労しまし

た。ベトナムの学校では先生に教えてもらって

いましたが、秋田に来てからも職場で先輩と会

話をしたり、インターネットで自習するなど、

勉強を続けてきたことで今はあまり困ることは

ありません。また、ベトナムと日本の文化は違

うところもありますが、似ているところも多い

です。来日当初は食文化の違いで困る外国人も

いるようですが、私は日本の食べ物も好きなの

で困ってはいません。

（文責：秋田経済研究所）

　Ⅲ　外国人就労者の声

　　　　　　　　　　　秋田三菱自動車販売株式会社　技能実習生（３年目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グエンティエン・ヒエン　氏
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　技能実習制度は1993年、人材育成による技

能移転を通じた国際貢献を目的として始まっ

た。しかし、実際は人手不足を補う手段として

利用されていたこと、低水準の賃金や長時間労

働などの事例が相次いだこと、転籍不可の原則

が外国人材のキャリア形成の阻害要因となって

いたことなどの問題が生じ、海外からも批判を

受けるようになった。そうした様々な問題点へ

の対応が、育成就労制度への移行の主な要因と

なっている。

　技能実習制度と育成就労制度の主な違いは図

表のとおりである。なかでも注目されるのが、

転籍条件の緩和である。現行制度では他社への

転籍は原則認められていないが、新制度では１

～２年で転籍が可能となる。これにより、企業

側が外国人材から「選ばれる」という側面がよ

り強くなるもの考えられる。地方から大都市圏

解  説解  説

　2024年６月の法改正により、現行の「技能実習制度」を発展的に解消して、人手不足
が深刻な分野における人材の育成・確保を目的とした「育成就労制度」が創設され、2027
年４月から運用が開始されることとなった。以下では法改正の背景と、新制度の概要につい
て解説する。

「育成就労制度」について

への転籍には一定の配慮施策はあるものの、外

国人材の受け入れや定着に向けて、雇用条件や

職場環境の改善などがより一層求められるよう

になる。

　また、現行制度には入国前の日本語能力に関

する要件がないが、新制度では一定水準の日本

語能力を身に着けていることが必要とされるよ

うになるほか、新制度の受入れ対象業種は特定

技能制度と原則一致させるなど、将来的な継続

雇用へとつなげることを前提とした内容と

なっている。

　先述のとおり、秋田県では外国人の労働者数

は少ない一方で、技能実習の割合が多い状況に

ある。制度移行にともなう影響や必要な対応に

ついて、個別企業のみならず、地域全体で考え

ていく必要があるだろう。

図表　技能実習制度と育成就労制度の比較

技能実習制度 育成就労制度

在 留 資 格 技能実習（１号、２号、３号） 育成就労

目 的
人材育成を通じた開発途上地域等への技能等の移
転による国際貢献

日本の人手不足分野における人材育成と人材確保

在 留 期 間
最長５年
（１号：１年、２号：２年、３号：２年）

原則３年

転 籍 原則不可 １～２年経過で本人意向による転籍可

言 語 要 件 なし（介護のみ要件あり） 入国前に一定レベルの日本語能力要件あり

対 象 業 種
94職種171作業
（※）2026年４月10日時点

「特定技能」と原則一致

資料：厚生労働省、出入国在留管理庁ほか、各種資料をもとに当研究所
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